
 

 

 

プレート式熱交換器 

6 異材質ガスケットの貼り分け説明書 
 はじめに 
 

本書について 

  日阪プレート式熱交換器の説明書は本書の他に次の６部が関連して構成されています。よくお読みいただき、機器の安全に関す

る注意事項や機能を理解して機器を取り扱ってください。 

1 設置・接続説明書 2 取扱説明書 3 ガスケット装着説明書 4 プレートクリーン説明書 

5“スリットイン”説明書 ７ ストレーナ取扱説明書 

なお、これらの図書は弊社ホームページからダウンロードすることができます。https://www.hisaka.co.jp/phe/ 

  本書では例として小型のプレートガスケット図（LX-10 型）を多く用いて説明しています。お客さまがメンテナンスされるプレ

ート式熱交換器の型式、サイズとは形状が異なるものもありますので、ご不明点がございましたら弊社にお問い合わせください。 

  本書は、本書に記載された言語を母国語とする人を対象にして作成しています。記載されている言語を母国語としない人が機器

を取り扱う場合は、お客様にて、作業者に安全指導をしてください。 

  プレート式熱交換器は、オプションの有無によって本書で掲載されている図や写真と異なっている場合があります。また、本書

に掲載された図や写真は、説明のために部品の境界や付属品等を省略している場合があります。 

  本書の内容の一部または全部を変更すること、また本書を本来の目的以外で使用することを禁止します。 

ガスケットの使用について 

  傷害の発生を防止するため、ガスケット本来の用途および仕様以外には使用しないでください。また、メンテナンス時には、関

連する説明書の内容に従い作業してください。 

作業者の制限について 

  プレート式熱交換器のメンテナンスは、危険回避訓練と安全に関する教育を受けた作業者が行ってください。 

  高所作業は、作業の危険性を十分に理解し、危険回避訓練と安全に関する教育を受けた作業者が行ってください。 

機器の輸出規制について 

  弊社のプレート式熱交換器用ガスケットは外国為替および外国貿易法（外為法）、輸出貿易管理令別表第一、3 項に該当いたしま

せん。なお 16 項には該当しておりますので、輸出者が知り得る「インフォーム要件」又はおそれ省令に規定される「用途要件」

若しくは「需要者要件」に該当する場合には、外為法に基づく経済産業大臣の許可等が必要です。これらの要件については輸出

者においてご確認ください。 

  弊社のプレート式熱交換器本体及び、熱交換器用プレートは、外国為替および外国貿易法（外為法）で輸出規制される場合があ

ります。規制されている貨物、技術を輸出する場合は事前に経済産業大臣の許可が必要ですので、輸出者においてご確認くださ

い。輸出の際、ご購入いただいた製品等が法規制を受ける貨物等であるか否かの「判定」（該非判定書）が必要な場合は、弊社ま

でお問い合わせください。また、プレート式熱交換器本体及び、熱交換器用プレートは輸出貿易管理令 16 項には該当しておりま

すので、輸出者が知り得る「インフォーム要件」又はおそれ省令に規定される「用途要件」若しくは「需要者要件」に該当する

場合には、外為法に基づく経済産業大臣の許可等が必要です。これらの要件については輸出者においてご確認ください。 

機器の廃棄について 

  ガスケットは焼却しないでください。ガスケットを焼却すると有毒ガスが発生しますので非常に危険です。 

  不要になったガスケットは、国際・国・都道府県・市町村の規則に従い、産業廃棄物として処理してください。 

なお、産業廃棄物処理業者は都道府県知事の許可を受けた者に委託してください。 

  弊社のプレート式熱交換器は輸出規制対象品となる可能性がありますので、熱交換器本体および構成部品や付属品等を廃棄する

際は、事前に弊社にお問い合わせください。また、据え付けられた国および自治体の法律･法令･条例等に従って機器を処分して

ください。 

免責事項 

  お客さまが購入された他社製部品と当社製品を組み込んでご使用されたことによって生じた熱交換器の機能および性能の不具

合につきましては、弊社は一切の責任を負わないものとさせていただきます。 

  お客さまが購入された他社製部品と当社製品を組み込んでご使用されたことによって使用される方が被るあらゆる被害、損害に

つきましては、弊社は一切の責任を負わないものとさせていただきます。 
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説明対象      対象型式    掲載ページ 

中間プレート用 

ガスケットの貼り分け方 

    UX‐00,01,10,20,30,40,80,90,100,100R,110R,130,130R,160 

RX‐00,10,30,50,70,90, LX‐00,10,20,30,40,50,50S,90,90D 

SX‐10,20,30,30S,41,43,71,73,80S,80M,80L,90S,90,90M,90L 

FX‐01,10,03,05, EX‐11,15,16, CX‐01,10, CXW‐01 

 

P2 
     

 

CX‐01D, 10D  P3 

YX‐80,83  P3 

D プレート用 

ガスケットの貼り分け方 

    UX‐01,20,40,80,90,100,100R,110R,130,130R,160 

RX‐10,30,50,70,90, LX‐20,30,40,50,50S,90,90D 

SX‐10,20,30,30S,73,80S,80M,80L, FX‐03,05, EX‐11,15,16, CX‐10,10D 

 

P4      

       

UX‐00,30, SX‐41,43,71  P4 

RX‐00, FX‐01,10  P5 

UX‐10  P5 

LX‐00  P6 

LX‐10（PTFE クッションガスケットを貼り合わせる場合のみ）  P6 

YX‐80,83  P7 

CX‐01, CXW‐01  P7 

CX‐01D  P8 

E プレート用 

ガスケットの貼り分け方 

    UX‐90,100,100R,110R,130,130R,160, RX‐10,30,50,70,90 

LX‐20,30,40,50, 50S,90,90D, SX‐10,20,30,30S,73,80S,80M,80L,90M,90L 

FX‐03,05, CX‐10,10D 

 

P9      

      UX‐00,01,10,20,30,40,80 

SX‐41,43,71,90S,90, EX‐11,15,16 

 
P9 

       

RX‐00, FX‐01,10  P10 

LX‐00  P10 

LX‐10  P11 

 

LX‐10（PTFE クッションガスケットを貼り合わせる場合のみ）  P11 

YX‐80  P12 

YX‐83  P12 

   



P1 

1 安全にお使いいただくために 

ご使用前に下記内容をよくお読みのうえ、日阪プレート式熱交換器を正しくお使いください。 

ご不明な点は弊社にお問合せください。 

注意事項は、次の表示で区分しています。 

 警告 この表示欄は、取り扱いを誤った場合に死亡または重傷を負うことが想定される内容です。 

 注意 この表示欄は、取り扱いを誤った場合に傷害を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定される内容です。 

 注記 この表示欄は、大切な事柄や、有益な情報です。 

 図記号の意味 

 「禁止（してはいけないこと）」を示す内容のものです。  「強制（しなければならないこと）」を示す内容のものです。 

 

  警告  

 メンテナンス作業以外では熱交換器の締付ボルト・ナットを緩めない 

据付作業が完了する前に締付ボルト・ナットを緩めると、熱交換器が分解するおそれ

があります。 

 カシメが緩んだ締付ボルトは使用しない 

ボルトヘッドのカシメが緩み、ボルトヘッド（ナット）がボルトから外れると高速で

吹き飛びます。接触した場合は人的、物的に重大事故が生じるおそれがあり危険です。 

 合成ゴムのカバーリングタイプの熱交換器のノズル（管台）にはフランジガスケット

を取り付けない 

合成ゴムのカバーリングノズルにフランジガスケットを重ねるとシール性が著しく低

下し、突発的な漏れに至るおそれがあります。 

（金属のカバーリングタイプのノズル（管台）にはフランジガスケットが必要です。） 

 ガスケットを焼却しない 

ガスケットを焼却すると有毒ガスが発生しますので非常に危険です。 

不要になったガスケットは、国際・国・都道府県・市町村の規則に従い、産業廃棄物

として処理してください。 

なお、産業廃棄物処理業者は都道府県知事の許可を受けた者に委託してください。 

 中・大型熱交換器は原則として空圧試験を行わない 

小型熱交換器は水圧試験圧力と同じ圧力で空圧試験を行わない 

圧縮空気や窒素を用いた空圧試験で漏えいすると、吹出圧力に加えて体積膨張による

衝撃がありますので非常に危険です。 

原則として０．７５ＭＰａを超える空圧試験は行わないでください。 

 高温、高圧および強酸、強アルカリなどの危険流体を取り扱う熱交換器には保護カバ

ーを取り付ける 

危険流体が漏えいして飛散すると重大事故につながります。 

 熱交換器を分解する前には、運転停止状態であることと、内部圧力が “0”であるこ

と、流体の温度が十分に下がっていることを確認する 

分解作業中に熱交換器内部の流体が吹き出すと火傷や裂傷を負うおそれがあります。  熱交換器の仕様範囲（温度、流量、圧力）を超えて運転しない 

伝熱プレートの変形や漏えいの原因になります。また、必要な性能が出ないおそれが

あります。 

 運転中または熱交換器内部に圧力がかかっている状態で、温度計、圧力計、締付ボル

ト・ナット、その他付属部品を緩めない 

熱交換器内部の流体が吹き出すと火傷や裂傷を負うおそれがあります。 

 ガスケットの貼り替え作業は、換気設備の整った場所や風通しの良い場所で行う 

ガスケットの専用接着剤「S－1」には有機溶剤が含まれています。揮発した成分を 

長時間吸引すると、頭痛、めまい、吐き気などの症状が表れることがあります。 

万が一これらの症状が表れた場合は、新鮮な空気の場所に移して休息させ、安静、 

保温に努め、医師の診察を受けてください。 

 著しい錆、き裂などの損傷がある締付ボルトは使用しない 

運転中あるいは分解作業中に締付ボルトが破損すると、破片が飛散するだけでなく、

熱交換器内部の流体が吹き出すおそれがあり危険です。 

  注意  

 熱交換器エレメントの側面（伝熱プレートの端部）に触れない 

伝熱プレートの端部は非常に鋭利であり、切創するおそれがあります。 

伝熱プレートに触れる際は必ず耐切創用手袋を着用してください。 

 配管・配線作業は専門業者に依頼し、施工前に組立図・配線図をよく見て正しく接続

する 

作業に不慣れな方が配管・配線作業をされますと、施工間違いを起こす原因となりま

す。また、間違って接続されますと所定の性能が発揮されないだけでなく不具合の発

生原因にもなります。 

 熱交換器の上に物を置かない 

伝熱プレートが変形するか、運転中に落下して怪我を負うおそれがあります。 

 熱交換器エレメントの側面（伝熱プレートの端部）に物を接触させない 

伝熱プレートが変形し内部のガスケットまで損傷がおよぶと、漏えいするおそれがあ

ります。 

 熱交換器周りには作業スペースを確保する 

分解・締付工具の取付寸法と作業スペースを考慮した据付および配管設計をしてくだ

さい。 

 原則として熱交換器ノズル（管台）のスタッドボルトを抜き取らない 

スタッドボルトを抜き取るとネジ山を損傷させるおそれがあります。 

やむを得ず抜き取らばければならない場合は、フレーム側とスタッドボルトのねじ山

を傷付けないよう慎重に抜き取ってください。なお、スタッドボルトの抜き取り作業

はお客さまの責任において実施されますようお願いいたします。 

 接続配管を施工する前に、配管内のゴミはきれいに清掃する 

熱交換器内部にゴミが入らないよう、十分に清掃してください。 

 フランジガスケットの材質は流体の仕様に合ったものを選定する 

チューブフランジタイプとメタルブーツタイプの熱交換器はフランジガスケットが必

要です。 

 熱交換器のフレームやガイドバー、ガイドバーサポートに配管支持部品等を溶接しな

い 取り付けない 

溶接によってガスケットが熱劣化したり、取り付けた部品が障害となって部品個々の

役割を果たせなくなります。また、取り付けた部品が障害となって分解できなくなり

ます。 

 熱交換器に接続する配管には十分なサポートを設ける 

熱交換器のノズルに大きな配管荷重がかかると、フレームの変形や漏えいの原因にな

ります。 

 熱交換器を分解する前、配管を取り外す前には、内部に圧力、残液がないことを確認

する 

熱交換器から流体が吹き出すと人身事故につながるおそれがあります。  熱交換器へゴミ、異物を流入させない 

プレート式熱交換器の伝熱プレート間は非常に狭く、ゴミや異物が詰まり易い構造で

す。通水試験で配管フラッシングを行う際は、熱交換器にゴミや異物を流入させない

ために、入口配管へテンポラリーストレーナを設けるか、熱交換器をバイパスさせる

などの対策を講じてください。 

 強酸、強アルカリなどの危険流体を取り扱う熱交換器のメンテナンスは排液処理設備

が整っている環境で実施する 

排液は法令、規則に従って処理してください。河川や海域等に排液しないよう注意し

てください。排液処理が完了していない液が漏えいした場合は、ご使用された処理液

の『安全データシート（SDS）』にしたがって措置を講じてください。  凍結させない 

寒冷地では熱交換器の内部流体を排出し、空の状態で保管してください。 
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 2 保管 
 

ガスケットを購入されて保管される場合は次の 4 項目にご注意ください。 

 ガスケットを変形させないよう、上に物を置かない。 

 紫外線に曝されないよう、黒いビニール袋やダンボール箱に入れて保管する。 

 高温多湿、直射日光を避け、温度変化の少ない冷暗所で保管する。 

 ガスケットを使用する際は、お客さまが購入されてから 3 年以内のものをご使用ください。 

 

予備接着剤を購入されて保管される場合は次の 3 項目にご注意ください。 

 高温多湿、直射日光を避け、温度変化の少ない冷暗所で保管する。 

 一般用接着剤 S-1 を使用する際は、お客様が購入されてから 2 年以内のものをご使用ください。 

 使用時、長期保管によって溶剤と固形物が分離していることがありますので、十分混ぜてからご使用ください。 

 

 3 ガスケットの材質 
 

弊社では下記のガスケット材質をラインナップしております。 

 NBR   EPDM   シリコン   FPM   PTFE クッションガスケット  その他 

ご使用いただいておりますプレート式熱交換器の『納入仕様書』および『エレメント構成図』に記載されているガスケットの

材質をご確認の上、間違いのないガスケット材質をお選びください。 

なお、本書では A 側ガスケット材質を『材質 A』、B 側ガスケット材質を『材質 B』と表現しています。 

 

 4 中間プレート用ガスケットの貼り分け方 

 

対象型式：  UX‐00,01,10,20,30,40,80,90,100,100R,110R,130,130R,160, RX‐00,10,30,50,70,90 

LX‐00,10,20,30,40,50,50S,90,90D, SX‐10,20,30,30S,41,43,71,73,80S,80M,80L,90S,90,90M,90L 

FX‐01,10,03,05, EX‐11,15,16, CX‐01,10, CXW‐01 

準 備  装 着 

   

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

    B プレート 

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

 

材質A     材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質A     材質 B 

 

A プレート 

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

 

材質 Aと材質 Bのプレートガスケットのリング側と伝熱面部を

切り離します。 

材質 Aと材質 Bのリング側と伝熱面部を組み替えて伝熱プレー

トに装着します。スリットインタイプの場合はスリットで装着

し、ボンドタイプの場合は専用接着剤で装着します。 
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対象型式：  CX‐01D, 10D 

準 備  装 着 

   

 

 

 

 

材質 B 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

B プレート 

 

 

 

 

材質 B 

 

材質 B 

材質 A 

 

 

 

 

 

 

A プレート 

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

材質 Aと材質 Bのプレートガスケットのリング側と伝熱面部を

切り離します。 

材質 Aと材質 Bのリング側と伝熱面部を組み替えて伝熱プレー

トに装着します。スリットインタイプはラインナップしていま

せんので、全て専用接着剤で装着します。 

 

 

 

対象型式：  YX‐80,83 

V プレートガスケット（B プレート）  L プレートガスケット（A プレート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

材質 A            材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

材質 A と材質 B のリング側と伝熱面部を組み替えて伝熱プレートに装着します。スリットインタイプはラインナップしていませ

んので、全て専用接着剤で装着します。 
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 5 D プレート用ガスケットの貼り分け方 

 

対象型式：  UX‐01,20,40,80,90,100,100R,110R,130,130R,160, RX‐10,30,50,70,90 

LX‐10,20,30,40,50,50S,90,90D SX‐10,20,30,30S,73,80S,80M,80L,90S,90,90M,90L, FX‐03,05, EX‐11,15,16, CX‐10,10D 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の DA、DB、D ガスケットを組み合わせて、S ディスタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。大型

プレートや高圧用途によっては T ディスタンスも装着します。詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.SX‐20,73 の D ガスケットはプレートガスケットからの切断品を使用します。詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を

参照ください。 

3.SX‐80, UX‐90,100,130 には P ディスタンスも必要です。詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

 

対象型式：  UX‐00,30, SX‐41,43,71 

準 備 1  準 備 2  装 着 

   

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

 

材質 A 

 

材質 B 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B のプレートガスケットを

中心で切断し、リング側のみ使用します。 

材質Aと材質Bのリング側を組み合わせ、

スリットインタイプは右側のスリットを

切断します。ボンドタイプはそのまま装

着します。 

スリットがある部分はスリットで装着

し、スリットがない部分は専用接着剤で

装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

 

 

HH

HH

H H

H H
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対象型式：  RX‐00, FX‐01,10 

準 備  装 着 

   

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

   

材質 B 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の D プレートガスケットを中心で切断します。  材質 Aと材質 Bのリング側を組み替えて伝熱プレートに装着し

ます。 

 

 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

対象型式：  UX‐10 

準 備  装 着 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

材質 B 

   

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

H:Hole  通路孔 

材質 B のプレートガスケットを切断し、左側のリング側と右側のストレ

ート部を使用します。 

 

 

材質 A の DB ガスケットを組み合わせて、S ディスタン

スと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

H

H

H

H

HH

HH
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対象型式：  LX‐00 

準 備  装 着 

   

 

 

 

材質 B 

   

 

 

 

材質 A 

  材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の D‐A ガスケットと D‐B ガスケットを中心で切

断します。 

材質 A と材質 B の D‐A、D‐B ガスケットを組み合わせて、S ディ

スタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

 

 

対象型式：  LX‐10（PTFE クッションガスケットの場合のみ） 

 

 
H H

HH

 

PTFE 
クッション 

ガスケット 

 
 
 
 
 
 
PTFE 
クッション 

ガスケット 

H:Hole  通路孔 

材質を貼り分ける場合も D プレートは両側 PTFE クッションガスケットを貼り付けます。PTFE クッションガスケットの D‐A、D‐B

ガスケットを S ディスタンスと T ディスタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

3.プレートが孔明の場合、D プレートとフレームの間には t2mm のスペーサ（孔明は当該箇所のみ）が必要となります。 

4.PTFE クッションガスケットとその他の材質のガスケットを貼り合わせる時は、D プレート用ガスケットは貼り分けせず PTFE 

クッションガスケットを装着します。 

 

 

 

 

 

 

HH

HH
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対象型式：  YX‐80  YX‐83 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

材質 A 

 

   

材質 A 

 

 

 

 

 

材質 B 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

材質 A 

   

材質 A 

 

 

 

 

 

材質 B 

材質 A と材質 B のプレートガスケットを用意します。  材質 A と材質 B の D ガスケットを組み合わせて、S ディスタン

スと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

1.YX‐80,83 の D プレートは全て B プレート（ベーパー側）のみです。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

対象型式：  CX‐01, CXW‐01 

準 備  装 着 

   

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 B 

   

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B のプレートガスケットを中心で切断します。あ

わせて、リング側の外周と二重シール部の突起も切断します。

リング側のみ使用します。 

材質 Aと材質 Bのリング側を組み合わせ伝熱プレートに専用接

着剤で装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

H
H

H
H

H
H

H
H

H H

HH
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対象型式：  CX‐01D   

準 備  装 着 

 

 

材質 B 

 

 

材質 A 

   

 

材質 B 

 

 

 

 

 

材質 A 

   

材質 A 

 

 

 

 

 

材質 B 

H:Hole  通路孔 

材質 Aと材質 Bのプレートガスケットを縦横の中心で切断しま

す。あわせて、外周と二重シール部の突起も切断します。リン

グ側のみ使用します。 

材質 Aと材質 Bのリング側を組み合わせ伝熱プレートに専用接

着剤で装着します。 

注記 

1.上図の D プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

H

H

H

H
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 6 E プレート用ガスケットの貼り分け方 

 

対象型式：  UX‐90,100,100R,110R,130,130R,160, RX‐10,30,50,70,90 

LX‐20,30,40,50,50S,90,90D SX‐10,20,30,30S,73,80S,80M,80L,90M,90L, FX‐03,05, CX‐10,10D 

（E プレート裏面） 

材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の DA、DB、D ガスケットを組み合わせて、S ディスタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。大型

プレートや高圧用途によっては T ディスタンスも装着します。詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

注記 

1.上図の E プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.SX‐73 の D ガスケットは中間ガスケットからの切断品を使用します。詳しくは各型式の別紙『3  ガスケット装着説明書』を参照 

ください。 

3.E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

4.SX‐80, UX‐90,100,130 には P ディスタンスも必要です。詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

 

 

対象型式：  UX‐00,01,10,20,30,40,80 

SX‐41,43,71,90S,90, EX‐11,15,16 

（E フレームノズル溝） 

材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の E ノズルガスケットを組み合わせて、E フレームのノズル溝に装着します。 

注記 

1.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

2. E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

3.E ノズルガスケットは E フレームのノズル溝に装着します。 

 

 

 

HH

HH

H H

HH
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対象型式：  RX‐00, FX‐01,10 

準 備  装 着 （E プレート裏面） 

   

 

 

 

 

材質 B 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 A 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

材質 B 

   

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の D プレートガスケットを中心で切断します。  材質 Aと材質 Bのリング側を組み替えて伝熱プレートに装着し

ます。 

注記 

1.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

2.E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

 

 

 

 

 

対象型式：  LX‐00 

準 備  （E プレート裏面） 

   

 

 

 

材質 B 

   

 

 

 

材質 A 

  材質 B 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  材質 A 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 

材質 A と材質 B の D‐A ガスケットと D‐B ガスケットを中心で切

断します。 

材質 A と材質 B の D‐A、D‐B ガスケットを組み合わせて、S ディ

スタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

 

注記 

1.上図の E プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

3.E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

H

H

H

H

HH

HH
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対象型式：  LX‐10 

（E プレート裏面） 

NBR 

 

 

 

 

 

 

 

材質 B 

  NBR 

 

 

 

 

 

 

 

材質 A 

H:Hole  通路孔 B:Blind  閉止 

材質 A と材質 B の DA、DB ガスケットを E ガスケット（NBR）、S ディスタンスと T ディスタンスと共に伝熱プレートに専用接着

剤で装着します。 

 

注記 

1.LX‐10A の E プレートは上側通路孔（E1 と E2）に孔開けができませんので、必ず閉止となります。 

2.上図の E プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

3.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

4. E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

 

 

対象型式：  LX‐10（PTFE クッションガスケットの場合のみ） 

（E プレート裏面） 

NBR 
BB

HH

NBR 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PTFE 
クッション 

ガスケット 

B:Blind  閉止、H:Hole  通路孔 

材質を貼り分ける場合も孔明部は両側 PTFE クッションガスケットを貼り付けます。PTFE クッションガスケットの D‐B ガスケッ

トを、E ガスケット（NBR）、S ディスタンスと T ディスタンスと共に伝熱プレートに専用接着剤で装着します。 

注記 

1. LX‐10A の E プレートは上側通路孔（E1 と E2）に孔開けができませんので、必ず閉止となります。 

2.上図の E プレートは全て A プレートへ装着する場合の図です。 

3.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

4.E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

5.プレートが孔明の場合、E プレートとフレームの間には t2mm のスペーサ（孔明が当該箇所のみ）が必要となります。 

6.PTFE クッションガスケットとその他の材質のガスケットを貼り合わせする時は、D プレート用ガスケットは貼り分けせず PTFE 

クッションガスケットを装着します。 

 

 

HH

BB
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対象型式：  YX‐80 

E プレートの後ろが孔開き E フレームの場合 

NBR 

 

 

 

 

 

材質 B 

 
材質 B 

 

 

 

 

 

NBR 

B:Blind  閉止 

E フレームに材質 B の E ノズルガスケット（V）を装着します。 

E プレート裏面に B ディスタンスを装着します。リキッド側の E2、E3 ノズルは標準的に閉止となります。 

注記 

1.YX‐80 の E プレートは全て A プレート（リキッド側）のみです。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

3. B ディスタンスは汎用の合成ゴム（NBR）を使用します。 

4. E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

 

 

対象型式：  YX‐83 

E プレートの後ろが孔開き E フレームの場合 

材質 A 
NBR 

 
 
 
 
 

材質 B 

 
 

材質 B 
 
 
 
 
 
 
NBR 

材質 A 

B:Blind  閉止 

E プレート裏面に材質 A の DA ガスケットと B ディスタンスと S ディスタンスを装着します。 

E プレート裏面に材質 B の EB1/EB2 ガスケットを装着します。 

リキッド側の E2、E3 ノズルは標準的に閉止となります。 

 

注記 

1.YX‐83 の E プレートは全て A プレート（リキッド側）のみです。 

2.詳しくは各型式の『3  ガスケット装着説明書』を参照ください。 

3. B ディスタンスは汎用の合成ゴム（NBR）を使用します。 

4. E プレート表面にはプレートガスケットを装着します。詳しくは第 4 章を参照してください。 

 

B

B

H

H

B

B

H

H
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 7 お問い合わせ 

 電話またはファックスでのお問合せ先 

株式会社日阪製作所 熱交換器事業本部 営業部 

大阪営業課：〒530-0057 大阪府大阪市北区曽根崎 2 丁目 12 番 7 号 清和梅田ビル 20 階 

TEL 06-6363-0020（代） 

FAX 06-6363-0161 

鴻池事業所（カスタマーサービス）：〒578-0973 大阪府東大阪市東鴻池町 2 丁目 1 番 48 号 

TEL 072-966-9601（代） 

FAX 072-966-8923 

東京営業課：〒104-0031 東京都中央区京橋 1 丁目 19 番 8 号 京橋 OM ビル 2 階  

TEL 03-5250-0760（代） 

FAX 03-3562-2759 

名古屋営業課：〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄１丁目１２番１７号 富士フイルム名古屋ビル１2 階 

TEL 052-217-2491（代） 

FAX 052-217-2494 

北海道営業所：〒003-0003 北海道札幌市白石区東札幌三条６丁目１番２０号 札幌白石第一生命ビルディング 

TEL 011-868-8010（代） 

FAX 011-868-8011 

尾道営業所：〒722-0037 広島県尾道市西御所町 14 番 15 号        TEL 0848-21-2750（代） 

FAX 0848-21-2751 

 

 ホームページによる情報の提供について 

熱交換器に関するＱ＆Ａなどの各種情報を当社のホームページでご提供しております。 

株式会社日阪製作所ホームページ（https://www.hisaka.co.jp/phe/）をご覧ください。 

 お問い合わせ内容 

お買い上げいただきました日阪プレート式熱交換器およびメンテナンス部品に関する情報を下表にご記入ください。 

（フリガナ） 

お名前 

 

 

お客様の連絡先 

郵便番号 

 

ご住所 

 

 

電話番号/FAX 

 

e-mail 

 

機器番号  

製造番号  

型 式  

納入年月  

お問い合わせ 

内容 
 

[注記] 

 お問い合わせの際は銘板または納入仕様書（エレメント構成図、組立図）に記載されている「製造番号」と「型

式」をご連絡ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日阪製作所 熱交換器事業本部は ISO9001 および ISO14001 の認証を取得しています。 
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